
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 14 （回答者数）
13

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

苦手なことも少しずつ取り組めるように、職員間で知識やア

イデアを出し合っていくことができるようにしていく。

2

　内容を振り返り良いところは、さらに良くするように話し

合う。悪いところは、どうしたらよくなるかを話し合い楽し

みながら、取り組めるようにしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域との子供対象事業と接点を作れるようにしていく。

2

3

利用者様に合わせて活動を一緒に考えて、実行に移すことがで

きる。

低学年の利用者様の場合、保護者様と要望も聞きながら、行っ

ている。本人の興味や関心のあることを一緒に見つけ、どう

やったらできるか等を一緒に考えて楽しみながら活動をして成

長をしていけるように工夫しながら行っている。

買い物や料理、身支度等を取り入れている。身辺自立が少しず

つできるように将来のことを視野に入れて支援している。

帰ってきた順に職員が付き、声かけや見守り等をしながら支援

しています。わからなくて困ってしまうことがないようにして

います。体調管理や顔色、表情も確認しながらその日の気持ち

に合わせて対応しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の交流が少ない。 事業所として地域の子供との活動は作っていない。

令和7年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法人　山の都福祉会　放課後等デイサービス事業所　てならい

○保護者評価実施期間
令和7年1月6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


